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症 例 １ ： 平 成 2 2 年 6 月 1 6 日 、 管 内 肉 用 牛 育 成 農 場 （ 飼 養

頭 数 1 1 0 頭 ） で １ 頭 の 肉 用 育 成 牛 （ 交 雑 種 、 去 勢 、 3 か 月

齢 ） が 後 弓 反 張 等 の 神 経 症 状 を 呈 し た た め 、 病 性 鑑 定 を 実

施 。 当 該 牛 は チ ア ミ ン 、 脂 溶 性 ビ タ ミ ン 検 査 を 含 め た 血 液

生 化 学 的 検 査 で 異 常 値 を 認 め ず 。 解 剖 所 見 で も 著 変 な し 。

稟 告 か ら 2 0 日 前 に 除 角 及 び ゴ ム リ ン グ に よ る 去 勢 を 実 施 。

陰 嚢 去 勢 部 位 に 小 化 膿 巣 を 認 め た た め 、 同 部 位 の 細 菌 検 査

を 実 施 。 グ ラ ム 陽 性 ラ ケ ッ ト 状 の 芽 胞 菌 を 認 め 、 破 傷 風 と

診 断 。  

症 例 2： 同 年 6 月 2 1 日 、 同 農 場 の ロ ボ ッ ト 様 歩 行 を 呈 し 死

亡 し た 肉 用 育 成 牛 （ 交 雑 種 、 去 勢 、 4 か 月 齢 ） の 病 性 鑑 定

を 実 施 。 稟 告 か ら 症 例 １ と 同 日 に 除 角 及 び 去 勢 を 実 施 。 陰

嚢 去 勢 部 位 の 細 菌 検 査 か ら 破 傷 風 菌 を 分 離 し 、 破 傷 風 と 診

断 。  

立 入 調 査 で 除 角 及 び 去 勢 時 の 術 野 及 び 器 具 の 消 毒 が 不 十

分 で あ る こ と が 判 明 。 術 野 、 器 具 及 び 術 者 の ヨ ー ド 剤 に よ

る 適 切 な 消 毒 を 実 施 す る と と も に 、 発 生 牛 房 の 清 掃 、 消 毒

及 び 石 灰 乳 塗 布 を 指 導 。 以 後 、 当 該 農 場 で の 本 症 の 発 生 は

認 め ら れ て い な い 。  

 

 


